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第３７回船橋市立リハビリテーション病院運営委員会 議事録 

 

日 時：令和７年１０月２０日 午後１時３０分～午後３時００分 

場 所：船橋市役所 9階 第１会議室 

出 席 者：亀田委員、土居委員、山崎委員、永井委員、薄委員、山北委員、稲田委員 

事 務 局：健康部長、健康政策課 

指定管理者：医療法人社団輝生会 

 

（１）委嘱状の交付 

 

（２）委員長の互選 

薄委員が亀田委員を委員長に推薦し、亀田委員より了承を得た。 

 

（３）令和６年度船橋市立リハビリテーション病院事業報告 

船橋市立リハビリテーション病院の指定管理者である医療法人社団輝生会より令和６年

度事業報告について説明を行った。 

 

<質疑応答・意見> 

 

◆亀田委員長 

指定管理者の令和６年度事業報告について、皆様からの質問をお受けしたいと思います。 

いかがでしょうか。 

私から初めによろしいでしょうか。 

広報活動で SNS でのアナウンス等をやられていると思いますが、これに関連して職場復

帰支援について、説明等でも非常に頑張ってらっしゃるという報告もいただいていますので、

そのような内容も周知した方がいいのかなと思います。 

患者さんについて、入院患者の確保には、地域連携が非常に重要かと思いますが、具体的

に地域連携としてどのようなことをされているのか。特に脳卒中等のリハビリテーションが非

常に強い法人だと理解していますが、具体的な活動としてどのようにされているのか教えてく

ださい。 

 

○指定管理者 

まず、広報活動について、復職に関しては、我々も少し不足していたというところございま

す。実際インスタグラムでもそのような細かいところというより、1 年間の雰囲気などの案内を

させていただいておりました。持ち帰って検討をしていきたいと考えております。 
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◆亀田委員長 

これに限らず、強みは積極的に周知した方がよいと思います。 

 

○指定管理者 

地域連携について、急性期病院に毎月定期的に挨拶周りを地域連携室でさせていただい

ています。我々の病院では、連携の深い急性期病院がございますので、そこの連携室の方々

とやり取りをさせていただいております。 

具体的な取り組みとしては、そこからご紹介いただいた患者様の実際の様子であるとか、

これだけ良くなりましたよというような情報をお持ちさせていただいております。 

また、当院のクリニカルインディケーターや成果に関する情報を連携先の方にはご提供さ

せていただいています。このような取り組みは強化しています。 

加えて、生活期のリハビリテーションの施設について、様々な施設の方々とも交流を深め

るため、ケアマネジャーの方を呼んで研修の方をさせていただいております。 

 

◆亀田委員長 

ありがとうございます。ぜひ、入口と出口のスムーズな連携ができるように取り組んでいた

だければと思います。 

 

◆薄委員 

説明ありがとうございます。 

財務内容に関するところで、作業療法士のリクルートが難しいというところは、まあ実感と

してもよく分かる内容かなと思います。逆に理学療法士は足りているところについては、何か

要因があるのでしょうか。 

 

○指定管理者 

昨年度は理学療法士を増員しております。昨年度に限ったことかもしれませんが、相対的

に、理学療法士の方が採用できるという状況です。 

作業療法士、言語聴覚士の採用は難しいのですが、生活期のリハビリで重要視されている

職種はもう少し採用出来たらよいと思っています。介護福祉士は、国家資格の保持者を採用

するような形になるのですが、年々厳しくなってきているところです。 

看護師は、毎年度厳しいということであります。 

インバウンド需要で飲食店が繁盛しているので調理師の採用も厳しい状況です。 

調理師や薬剤師をはじめ、他の分野でも採用できる職種の方々は、競合しており、病院単

体で採用していくことは、昨今は難しくなってきております。 

 

◆山崎委員 
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 歯科治療についてもよく連携されていると思います。 

 

◆山北委員 

令和 5年度に続き令和6年度も黒字経営をされている点は素晴らしいと思います。 

 

◆亀田委員長 

診療報酬や物価高騰など厳しい状況の中で黒字経営ができているということは大変素晴

らしいことだと思います。続けていただければと思います。 

 

（４）令和６年度船橋市立リハビリテーション病院中期目標達成状況評価の評価（案） 

中期目標達成状況評価（案）について事務局より説明を行った。 

 

〈質疑応答・意見〉 

 

◆亀田委員長 

目標 2 について、評価 B になった一つの要因としてその重症の入院患者の割合が増えた

と伺っておりますが、重症というのはどのような定義で、具体的にどのような状況になってい

るのかご説明お願いいたします。 

 

○指定管理者 

回復期リハビリの診療報酬のところで FIM もしくは日常生活機能評価という指標があり、

一定の点数を基準に重症というような定義がございます。こちらで重症度合というのを毎月

測っており、令和５年度よりも令和６年度は重症度合が上がっているという結果でございま

す。 

 

◆亀田委員長 

診療報酬の定義に基づいて判断し、重症度合が高いため、その分入院の日数が伸びてい

る、そういう解釈かと思います。 

理由がはっきりしているということであれば、B であっても差支えないと判断しても良いの

かなと考えます。 

 

◆薄委員 

目標 11 について、病院管理の観点から、外部の人を入れてイベントのようなことをやるの

は難しいと感じます。入院されている方は市民の方が多いということなので、地域住民との良

好な関係が築けてないということはないと思います。 

一定の基準に基づいた評価だとは思いますが、現在の評価は厳しいと思います。 
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◆亀田委員長 

目標9がB評価になっておりますが、外来患者満足度ということで、これに関しては、支払

いの迅速化の工夫などを検討していただければと思います。 

また、待ち時間については、なかなか難しい点はあるかと思います。リハビリテーション病

院という性質上、患者さんの特性からデジタル化の限界はあるかと思いますが、引き続き努

力していただいて、この項目の評価を上げていただければと思います。 

他の評価は非常に高いので、この項目が B というのはもったいないかなというふうに感じ

ております。ぜひ改善していただければと思います。 

 

（５）基本協定書第４２条地域リハ充実費についての実施計画 

 船橋市立リハビリテーション病院基本協定書第４２条に規定する地域リハ充実費について

の実施計画の内容を、指定管理者である医療法人社団輝生会より説明を行った。 

 

〈質疑応答・意見〉 

 

◆亀田委員長 

利益を生み出していただき、その 10%以上ということで 490 万以上というところをさらに

増やして 1100 万程度充てていただいているということは、非常に良いと感じます。内容を見

ましても、地域リハビリテーションの連携に繋がるような内容が多いのではないかと考えてお

ります。ぜひ、今後の患者確保にも繋がるように、さらに工夫した資金の使い方をしていただ

ければと思います。 

また、今回、改善の余地があった点についても、この資金をうまく活用していただければと

思います。 

 

（６）その他 

 事務局より、次回の運営委員会の予定について説明を行った。 

 

◆亀田委員長 

それでは、本日の議題はすべて終了いたしました。 

第３７回船橋市立リハビリテーション病院運営委員会を終了します。 

 

（終了） 

 


